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   愛媛県今治警察署協議会会議録 

 

  （平成29年度第１回） 

 

 

日 
時 

平成29年６月19日（月）午後３時～午後５時15分 

出

席

者 

１ 警察署協議会側 会長以下10人 

２ 警察署側  署長以下12人 

 
 
 
 
 
 
 
 

議

 

 

事

 

 

概

 

 

要 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１ 会長挨拶 

平成 29 年度第１回今治警察署協議会開催に際し、本協議会に、新たに

２人の委員が委嘱された。 

 今治警察署管内では、殺人事件等の凶悪事件のほか、70 代の女性が高

額を騙し取られる詐欺事件も発生しており、このような悲惨な事件や高

齢者が狙われるような事件が発生しないよう引き続き犯罪の予防・検挙

活動に強力に取り組んでいただきたい。 

交通事故については、発生件数は昨年より減少しているが、死亡事故

が２月に１件、４月に２件発生しており、引き続き、住民の交通安全意

識を高めつつ、飲酒運転等事故に直結する悪質、危険な交通違反の取締

りをお願いしたいところである。 

本協議会は、今治警察署の業務運営に関し、我々が市民の代表として

の立場から意見、要望、提案をさせていただく重要な会議である。 

本日の会議では、今治警察署長より事前に、平成 29 年の重点施策につ

いて、現時点において特に強力に推進すべき事項について諮問を受け、 

○ その１つとして「高齢者の交通事故防止対策の推進」 

○ その２として「凶悪事件発生時の被害者支援」 

の２点について答申している。忌憚のないご意見をお願い致したい。 

 

２ 署長挨拶 

今春の定期異動では、副署長以下８人の幹部が新しく着任したほ

か、署員の約３分の１が入れ替わった。 

今治警察署では、 

○ 重要凶悪事件、人身安全関連事案への的確な初動対応 

○ 被害が深刻な振り込め詐欺、特殊詐欺被害の防止 

○ 交通死亡事故の抑止対策の推進  

〇 ワークライフバランスの推進 

等を重点として掲げ、｢強くしなやかな警察｣の実現に向け、各施策

を推進しているところである。 

犯罪の発生、認知件数は、管内、全県下共に減少傾向にあり、引

き続き、市民の安全を第一に迅速な警察活動を推進している。 
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特に、衆目を集めている高齢者被害の連続殺人事件は、特別捜査

本部を設置し、市民の協力を得ながら捜査を尽くしており、この事

件以外にも、強制わいせつ事件、死体遺棄事件等の凶悪事件が発生

したが、いずれも早期に検挙、解決している。特殊詐欺は、管内在

住の高齢女性が高額の被害に遭うなど予断を許さない現状にあり、

各金融機関との連携強化、関係口座の凍結、事前の広報活動等を強

化している。 

交通事故については、発生件数、傷者数共に昨年対比で減少して

いるが、死者数は昨年対比プラス２人の３人で高齢者が事故に関与

する特徴がみられ、事故に直結する悪質な交通違反の取締りを強化

するなど、対策を講じているところである。 

諮問に対して、時宜を得た答申をいただいており、効果的な警察活

動に資するご意見をお願いしたい。 

 

３ 委嘱状の交付  

 

４ 役員改選 

  委員の互選により、新しく 

会長  寄井氏 

副会長 片山氏 

 に選出した。 

 

５ 業務推進結果等の説明 

  平成29年１月から４月までの業務推進結果及び平成29年５月から８月

までの業務推進計画について各課が報告、説明した。 

 

６ 諮問及び答申 

諮問 答申 

○平成29年の重点施策について 

現時点において特に強力に推

進すべき事項について 

○高齢者の交通事故防止対策の

推進 

○凶悪事件発生時の被害者支援 

 
⑴ 答申に係る実施施策の説明 

ア 高齢者の交通事故防止対策の推進 

  〇 高齢の歩行者・自転車利用者・ドライバーに対する働きかけ 

    本年３月12日に改正道路交通法が施行されたことで、臨時認知

機能検査の実施が導入されており、歩行中や自転車運転中の高齢

者の交通事故防止に加え高齢ドライバーの自動車事故を未然に防

ぐための働きかけを推進していく。 

   〇 社会全体で高齢者を交通事故から守る取組 
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     高齢者が加害者となる事故が急増している中、自主的に運転免

許証を返納する取組を推進しており、自主返納者の優遇措置とし

てバスの運賃半額サービス等があり、広報をしているほか交通安

全協会との連名で顕彰状を贈呈している。 

 

イ 凶悪事件発生時の被害者支援 

  〇 警察本部犯罪被害者支援室と連携し、被害者に刑事手続、犯罪 

   被害者等の利用できる制度、捜査の進捗状況等を連絡し、被害者 

等の不安解消に努めている。 

   〇 捜査過程における被害者等の精神的・経済的負担を軽減するた 

    め付き添いを行ったり、カウンセリングアドバイザーを紹介して

いるほかカウンセリング費用や一時避難場所の確保にかかる公費

負担制度等を紹介するなどしている。 

 

⑵ 実施施策に対する意見等 

  ア 高齢者の交通事故防止対策関係 

   問～ 自主返納者へのサービス・優遇措置は、どのような方法で周 

知されているのか。 

答～ 県警ホームページに掲載しており、今治署ではサービス

の一覧表を１階ロビーに備え付け、来訪者に周知するよう

努めている。 

   問～ 今治市では、バス路線等が減って不便になっている地域 

     があるほか、車を運転できないと生活に困る実情があり、 

代替手段となるコミュニティーバスやタクシーの割引サー 

ビスがあれば自主返納が促進されるのではないのか。 

   答～ 今治ではバスの運賃半額サービスはあるが、コミュニテ 

     ィーバス、タクシーの割引サービスはない。 

      行政機関に対し、代替手段として有効なタクシーの割引 

     制度等の実現に向け検討してもらうよう働きかけたい。 

イ 凶悪事件発生時の被害者支援関係 

   問～ 被害者、遺族を守ってあげる活動が必要である。 

      被害者、遺族は、その被害を一生受け止めていかなけれ 

     ばならないものであり、公費負担もあるが、一番大切なの 

は心のケアである。継続した支援が必要だと思う。 

   答～ 今後も、被害者の立場に立ったきめ細やかな被害者支援 

     を推進していく。 

 

⑶ 実施施策に対する会長総括 

   高齢者の交通事故防止対策については、高齢者を被害者にも被 

  疑者にもしないために、平成29年３月12日施行の改正道路交通法 

  に関する取組と運転免許証自主返納に関する取組を引き続き強力 

  に推進していただきたい。 
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   被害者支援については、凶悪事件が発生した際、被害者やその 

  家族が受ける精神的ショックと経済的負担は計り知れないもので 

あり、被害者等の立場に立ったきめ細やかな被害者支援を推進し 

ていただきたい。 

 

７ その他質疑応答等 

 問～ 中学生等が自転車で並走して危険であり、自動車の更新時講 

習のように映像を活用した効果的な指導、教育をして欲しい。 

 答～ 学校における交通安全教室では、自転車シミュレーターの使 

用やＤＶＤ視聴等で交通安全教育を行っているところである。 

 問～ アーケード内の車両通行はどのようになっているのか。 

 答～ 通行許可を得ていない車両はアーケード内を通行できない。

違反車両の取締りを強化するとともに標識の視認性の向上を 

図って通行違反を抑止していく。 

問～ 高速道路の逆走事案が報道されているが、より分かりやすい

表示をして防止できないか。 

答～ 高速道路の逆走事案の多くはサービスエリアからの逆進入が 

 多い。進入口等に○〇方面の表示をしているが、より分かりや 

すい交通安全施設や案内表示の設置を関係機関等に働きかけて 

いきたい。 

 

８ 若手職員との意見交換会 

  協議会後、巡査部長昇任者で未経験業務に就いている人事交流者、

語学採用者、女性職員及び採用後間もない職員等５名の若手職員が

同席する懇親会を開催し、意見交換を行いながら歓談した。 
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